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ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
が
千
五
百
kl
以

上
の
事
業
者
か
前
年
度
の
末
日
現

在
で
百
台
以
上
の
自
動
車
を
使
用

す
る
事
業
者
）
を
対
象
に
、
事
業

活
動
に
伴
う
温
室
効
果
ガ
ス
の
自

主
的
な
削
減
目
標
や
削
減
対
策
等

を
記
載
し
た
計
画
書
の
県
へ
の
提

出
を
義
務
づ
け
、
そ
れ
を
県
が
公

表
す
る
制
度
を
導
入
す
る
。

特
定
建
築
物
に
対
す
る
温
暖
化
対

策

〜
建
築
物
温
暖
化
対
策
計
画

書
制
度
〜

一
定
規
模
以
上
の
特
定
建
築
物

（
新
築
、
改
築
又
は
増
築
に
係
る

延
べ
床
面
積
が
5
千
㎡
を
超
え
る

も
の
）
を
建
築
す
る
特
定
建
築
主

を
対
象
に
、
特
定
建
築
物
に
係
る

地
球
温
暖
化
対
策
の
措
置
や
そ
の

措
置
の
評
価
等
を
記
載
し
た
計
画

書
の
県
へ
の
提
出
を
義
務
づ
け
、

そ
れ
を
県
が
公
表
す
る
制
度
を
導

入
す
る
。

特
定
開
発
事
業
に
対
す
る
温
暖
化

対
策

〜
特
定
開
発
事
業
温
暖
化

対
策
計
画
書
制
度
〜

一
定
規
模
以
上
の
特
定
開
発
事

業
（
1
万
㎡
以
上
の
区
域
に
お
い

て
、
床
面
積
の
合

計
が
5
千
㎡
を
超

え
る
建
築
物
の
新

築
を
目
的
と
し
て

実
施
す
る
開
発
事

業
）
を
行
う
特
定

開
発
事
業
者
を
対

象
に
、エ
ネ
ル
ギ
ー

の
共
同
利
用
や
自

動
車
利
用
の
抑
制

措
置
等
を
記
載
し

た
計
画
書
の
県
へ

の
提
出
を
義
務
づ

け
、
そ
れ
を
県
が

公
表
す
る
制
度
を

導
入
す
る
。

森
林
等
の
整
備
、
保
全
等

県
、
森
林
所
有
者
、
民
間
団
体

等
は
、
連
携
・
協
働
し
て
、
森
林

の
適
切
な
整
備
及
び
保
全
並
び
に

県
内
産
の
木
材
そ
の
他
の
森
林
資

源
の
利
用
の
推
進
に
努
め
る
。
県

及
び
民
間
団
体
等
は
、
連
携
・
協

働
し
て
、
緑
地
の
保
全
及
び
緑
化

の
推
進
に
努
め
る
。

Ⅳ

今
後
の
取
組
み

今
後
は
こ
の
条
例
に
基
づ

き
、
地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す

る
施
策
の
総
合
的
か
つ
計
画
的

な
推
進
を
図
る
た
め
、
地
域
の

地
球
温
暖
化
対
策
の
基
本
方
針

や
県
内
に
お
け
る
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
の
抑
制
等
に
関
す
る

目
標
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
「
地

球
温
暖
化
対
策
計
画
」
を
策
定

し
、
様
々
な
施
策
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
県
環
境

計
画
課
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
４
５

―

２
１
０―

４
０
７
６
）

ま
で

神
奈
川
県
地
球
温
暖
化
対
策

推
進
条
例
は
、
平
成
21
年
７
月

17
日
に
公
布
さ
れ
、
平
成
21
年

10
月
１
日
（
一
部
の
規
定
は
平

成
22
年
４
月
１
日
）
か
ら
施
行

さ
れ
ま
す
。

Ⅰ
条
例
制
定
の
背
景

神
奈
川
県
で
は
、２
０
０
６
年

に
改
定
し
た
地
球
温
暖
化
対
策

地
域
推
進
計
画
に
「
２
０
１
０

年
の
県
内
の
二
酸
化
炭
素
総
排

出
量
を
１
９
９
０
年
の
水
準
ま

で
削
減
す
る
」
と
い
う
目
標
を

掲
げ
、
様
々
な
地
球
温
暖
化
対

策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
神
奈
川
県
の
二
酸
化

炭
素
排
出
量
は
、
２
０
０
７

年
に
は
１
９
９
０
年
比
で
11
・

９
％
（
速
報
値
）
増
加
し
て
お

り
、
排
出
量
の
約
半
分
を
占
め

る
産
業
部
門
（
図
１
）
及
び
大

き
な
伸
び
を
示
し
て
い
る
業
務

部
門
（
図
２
）
に
対
す
る
対

策
を
は
じ
め
、
一
層
の
取
組
み

の
強
化
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。そ

こ
で
、
神
奈
川
の
地
域
特

性
を
踏
ま
え
た
、
実
効
性
の

あ
る
対
策
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
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神
奈
川
県
地
球
温
暖
化
対
策

推
進
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

神
奈
川
県

環
境
農
政
部

環
境
計
画
課

「
神
奈
川
県
地
球
温
暖
化
対
策

推
進
条
例
」
を
制
定
い
た
し
ま

し
た
。

Ⅱ

条
例
の

基
本
的
な
考
え
方

神
奈
川
県
地
球
温
暖
化
対
策

推
進
条
例
は
、
事
業
者
や
県
民

な
ど
の
全
て
の
主
体
に
よ
る
取

組
み
を
推
進
、
各
主
体
相
互
の

連
携
・
協
働
を
促
進
、
本
県
が

環
境
問
題
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
き
た
経
験
と
こ
れ
を
支
え

た
人
材
、
高
度
な
技
術
を
有
す

る
産
業
の
集
積
な
ど
の
神
奈
川

の
先
進
性
・
優
位
性
の
活
用
と

い
う
、
３
つ
の
基
本
的
な
考
え

方
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

Ⅲ

条
例
の
主
な
内
容

条
例
に
は
多
く
の
規
定
が
あ

り
ま
す
が
、
紙
面
に
限
り
が
あ

り
ま
す
の
で
、
こ
こ
で
は
３
つ

の
新
た
な
計
画
書
制
度
と
、
造

園
業
協
会
の
皆
様
に
関
係
の
深

い
森
林
、
緑
地
の
整
備
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

条
例
に
は
こ
れ
ら
以
外
に

も
、
公
共
交

通
機
関
等
の

利
用
の
推

進
、
温
室
効

果
ガ
ス
の
排

出
の
量
が
よ

り
少
な
い
自

動
車
等
の
使

用
の
推
進
、
生
活
様
式
等
の
転

換
の
推
進
な
ど
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。（
３
つ
の
計
画
書
制

度
に
関
す
る
規
定
は
平
成
22
年

４
月
１
日
か
ら
施
行
）

特
定
大
規
模
事
業
者
に
対
す
る
温

暖
化
対
策

〜
事
業
活
動
温
暖
化

対
策
計
画
書
制
度
〜

一
定
規
模
以
上
の
特
定
大
規
模

事
業
者
（
前
年
度
の
原
油
換
算
エ

【図１　県内CO2排出量の部門別割合】
（2007年速報値）

【図２　県内CO2排出量の部門別伸び率】（対1990年比、2007年速報値）   

森林の整備（間伐作業）



2009（平成 21）年９月 20日発行　（2）第 ２ ３ ５ 号 （社）神奈川県造園業協会報

第
三
十
五
回
（社）
神
奈
川
県
造

園
業
協
会
通
常
総
会
が
五
月

二
十
二
日
ホ
テ
ル
横
浜
ガ
ー
デ

ン
に
於
い
て
出
席
者
百
五
十
一

名
委
任
状
二
百
四
十
通
の
も
と

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

岸
本
副
会
長
の
司
会
で
始
ま

り
石
川
副
会
長
の
開
会
の
言

葉
、
鈴
木
一
松
会
長
挨
拶
の
後

に
第
三
十
三
回
会
長
表
彰
が
行

わ
れ
、
技
能
功
労
者
二
十
一
名

を
代
表
し
て
㈱
誠
和
緑
化
石
田

誠
様
、
優
秀
技
能
者
三
十
名
を

代
表
し
て
㈲
Ａ
・
Ｆ
・
Ａ
樹

芸
21
内
藤
研
二
様
、
青
年
優
秀

技
能
者
八
名
を
代
表
し
て
㈱
田

野
井
造
園
洲
本
義
寿
様
に
記
念

品
、
表
彰
状
が
鈴
木
会
長
よ
り

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
益
々
の
ご
活
躍

を
ご
期
待
い
た
し
ま
す
。

次
い
で
、
小
山
副
会
長
が
議

長
に
選
出
さ
れ
、
第
一
号
議
案

平
成
二
十
年
度
事
業
報
告
、
第

二
号
議
案
平
成
二
十
年
度
収
支

決
算
報
告
及
び
監
査
報
告
が
一

括
審
議
さ
れ
、
満
場
一
致
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

次
い
で
、
第
三
号
議
案
平
成

二
十
一
年
度
事
業
計
画
（
案
）、

第
四
号
議
案
平
成
二
十
一
年
度

収
支
予
算
（
案
）
が
一
括
審
議

さ
れ
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

次
い
で
、
第
五
号
議
案
平
成

二
十
二
年
度
暫
定
予
算
の
理
事

会
一
任
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
満

場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

次
い
で
、
第
六
号
議
案
任
期

満
了
に
伴
う
役
員
改
選
議
案
が

提
案
審
議
さ
れ
、
満
場
一
致
を

も
っ
て
理
事
・
監
事
が
選
任
さ

社
団
法
人
神
奈
川
県
造
園
業
協
会
第
三
十
五
回
通
常
総
会
開
催

岸
本
新
会
長
選
任
、
更
な
る
発
展
に
向
け
て

こ
の

度
五
月

二
十
二

日
の
総

会
に
於
い
て
、
私
こ
と
諸
般
の

事
情
に
よ
り
会
長
職
を
退
任
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

永
い
期
間
、
会
員
各
位
、
関

連
団
体
、
行
政
機

関
、
関
連
出
先
機

関
等
あ
ら
ゆ
る
多

く
の
分
野
の
皆
さ

ん
に
大
変
な
る
ご
指
導
、
ご

支
援
頂
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
在
任
８
年
間
に

は
激
動
波
乱
時
期
も
あ
り
ま
し

た
。競

合
勢
力
の
激
し
い
追
い
打

ち
等
予
測
も
し
な
か
っ
た
経
済

の
低
迷
、国
内
需
要
の
激
減
等
、

大
き
な
打
撃
を
受
け
、
会
員
各

位
に
は
大
変
な
思
い
を
さ
せ
ま

し
た
。
苦
難
な
時
、
血
の
に
じ

む
よ
う
な
努
力
と
忍
耐
力
で
苦

戦
し
な
が
ら
も
、
着
実
に
成
長

を
遂
げ
る
こ
と
が
出
来
、
会
員

の
根
強
い
力
、
素
晴
ら
し
い
会

員
仲
間
に
恵
ま
れ
た
幸
せ
を
、

こ
こ
に
改
め
て
感
謝
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

後
任
に
は
協
会
に
精
通
し
て

い
る
岸
本
和
好
様
に
、
お
引
き

受
け
い
た
だ
き
ま
し
た
。
み
ず

み
ず
し
い
感
性
、
す
ぐ
れ
た
判

断
力
、
現
代
の
ニ
ー
ズ
を
備
え

た
、
理
想
的
な
リ
ー
ダ
と
申
せ

ま
す
。

変
ら
ぬ
ご
指
導
、
ご
支
援
を

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
協
会

の
発
展
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
る
次
第
で
す
。

在
任
中
多
く
の
会
員
の
皆
様

や
、
多
く
の
出
合
に
よ
っ
て
、

皆
さ
ん
か
ら
頂
い
た
多
く
の
お

言
葉
を
忘
れ
ず
、

教
訓
と
し
て
社
会

に
、
業
会
に
、
地

域
の
発
展
の
た
め

微
力
を
さ
さ
げ
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
皆
さ

ん
の
ご
壮
健
と
、
な
お
一
層

の
飛
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。
重
ね
重
ね
皆
さ
ん
の
お
力

を
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

鈴
木
会
長
が
退
任

岸
本
副
会
長
が
新
会
長
に
就
任
さ
れ
る

退
任
挨
拶

長
年
の
温
か
い
ご
支
援
ご
指
導
に
感
謝

鈴
木

一
松

れ
ま
し
た
。

引
き
続
い
て
、
総
会
を
暫
時

休
憩
し
て
理
事
互
選
に
よ
る
会

長
・
副
会
長
選
出
の
た
め
の
第

一
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
総

会
再
開
後
大
胡
選
出
委
員
長
よ

り
全
会
一
致
を
も
っ
て
、
会
長

に
岸
本
和
好
氏
が
新
任
、
副
会

長
に
高
橋
克
明
氏
、
小
山
俊
一

氏
、
石
川
龍
二
氏
が
再
任
、
根

岸
俊
昭
氏
が
新
任
を
さ
れ
た
旨

報
告
さ
れ
、承
認
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
こ
の
度
退
任
さ
れ

る
役
員
八
名
の
方
々
に
対
し
、

神
奈
川
県
造
園
業
協
同
組
合

通
常
総
会
が
五
月
二
十
二
日
、

ホ
テ
ル
横
浜
ガ
ー
デ
ン
に
於
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

蛭
田
議
長
の
も
と
、
第
一
号

議
案
平
成
二
十
度
会
務
報
告

及
び
事
業
報
告
が
一
括
審
議
さ

れ
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。続

い
て
、
第
二
号
議
案
平
成

二
十
年
度
決
算
報
告
及
び
監
査

報
告
が
一
括
審
議
さ
れ
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
第
三
号
議
案
平
成

二
十
一
年
度
事
業
計
画
（
案
）、

第
四
号
議
案
平
成
二
十
一
年
度

予
算
（
案
）
が
一
括
審
議
さ
れ

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。次

い
で
、
第
五
号
議
案
任
期

満
了
に
伴
う
役
員
改
選
に
つ
い

て
審
議
さ
れ
、
各
支
部
か
ら
ご

推
薦
い
た
だ
い
た
方
々
が
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

続
き
ま
し
て
、
正
副
理
事
長

選
出
に
た
め
の
第
一
理
事
会
が

開
催
さ
れ
小
嶋
幸
次
郎
選
出
委

員
長
の
も
と
審
議
さ
れ
、
副
理

事
長
に
甘
利
憲
一
氏
、
長
谷
川

寿
雄
氏
、
高
橋
成
年
氏
三
名
が

再
任
さ
れ
、
理
事
長
は
神
造
協

会
長
が
兼
任
す
る
こ
と
か
ら
午

後
の
神
造
協
総
会
結
果
に
よ
り

理
事
長
が
決
定
す
る
旨
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ
議
案
審
議
は
終

了
し
ま
し
た
。

続
き
ま
し
て
、
こ
の
度
ご
退

任
さ
れ
ま
す
理
事
四
名
の
方
々

に
対
し
、
感
謝
と
敬
意
を
表
す

る
言
葉
が
添
え
ら
れ
て
感
謝

状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。続

い
て
、
鈴
木
前
理
事
長
に

よ
る
退
任
挨
拶
後
高
橋
副
理
事

長
の
閉
会
の
言
葉
で
通
常
総
会

は
終
了
し
、
そ
の
後
懇
親
会
が

行
な
わ
れ
和
や
か
な
ひ
と
と
き

と
な
り
ま
し
た
。

り
造
園
業
界
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
一
段
と
厳
し
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
創
意
工
夫
と
知
恵
を

出
し
て
一
致
団
結
し
て
こ
の
困

難
を
乗
り
越
え
て
進
み
た
い
と

決
意
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

協
会
が
設
立
さ
れ
て
三
十
五

年
を
迎
え
ま
す
が
、
長
引
く
不

況
の
影
響
を
受
け
て
協
会
の
存

立
基
盤
で
あ
る
会
員
の
退
会
が

続
い
て
お
り
ま
す
。

公
園
緑
地
、
庭
園
、
県
域
青

年
の
三
部
会
、
総
務
・
厚
生
、

情
報
、
教
育
研
修
、
樹
木
・
資

材
の
四
委
員
会
活
動
の
充
実
に

よ
り
協
会
の
メ
リ
ッ
ト
を
高
め

会
員
の
確
保
対
策
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

た
だ

い
ま
、

神
奈
川

県
造
園

業
協
会
会
長
を
仰
せ
つ
か
り
、

責
任
の
重
大
さ
に
身
が
引
き
締

ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

鈴
木
前
会
長
の
識
見
・
実
力

に
到
底
及
び
ま
せ

ん
が
、
協
会
発
展

の
た
め
微
力
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
誠

心
誠
意
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
副
会
長
共
々
前

会
長
同
様
に
ご
指
導
ご
鞭
撻
賜

り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

今
日
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
住
宅

ロ
ー
ン
問
題
に
起
因
す
る
未
曾

有
の
世
界
同
時
金
融
危
機
に
よ

二
十
一
世
紀
は
環
境
の
世
紀

だ
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
良

質
な
環
境
を
確
保
し
、
維
持
し

て
い
く
た
め
に
は
、
緑
は
必
要

不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

多
年
に
わ
た
る
緑
化
事
業
の
整

備
や
造
園
修
景
に
携
わ
り
蓄
積

し
た
技
術
と
経
験
を
持
っ
て
い

る
私
た
ち
が
み
ど
り
豊
で
潤
い

の
あ
る
環
境
の
創
出
に
力
を
合

わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

が
い
ま
求
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
皆
様

方
の
一
層
の
ご
支

援
ご
指
導
を
お
願
い
致
し
ま

す
。長

年
に
亘
り
協
会
並
び
に
造

園
業
界
の
発
展
の
た
め
に
多
大

な
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た

鈴
木
会
長
に
敬
意
を
表
す
る
と

と
も
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

就
任
挨
拶

更
な
る
協
会
発
展
に
向
け
て

岸
本

和
好

（
社
）
日
本
造
園
建
設
業
協

会
神
奈
川
県
支
部
第
三
十
三
回

通
常
総
会
が
五
月
二
十
二
日
ホ

テ
ル
横
浜
ガ
ー
デ
ン
に
於
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

鈴
木
総
務
委
員
長
の
司
会
で

始
ま
り
、
田
澤
副
支
部
長
の
開

会
の
言
葉
、
山
田
支
部
長
挨
拶

の
後
、
支
部
規
定
に
よ
り
山
田

支
部
長
が
議
長
に
選
出
さ
れ
、

第
一
号
議
案
平
成
二
十
年
度
会

務
報
告
及
び
事
業
報
告
、
第
二

号
議
案
平
成
二
十
年
度
収
支
決

算
報
告
及
び
決
算
報
告
が
一
括

審
議
さ
れ
満
場
一
致
で
承
認
さ

れ
た
。

続
い
て
、
第
三
号
議
案
平
成

二
十
一
年
度
事
業
計
画
（
案
）、

第
四
号
議
案
平
成
二
十
一
年
度

収
支
予
算
（
案
）、
が
一
括
審

議
さ
れ
満
場
一
致
で
承
認
、
次

い
で
、
第
五
号
議
案
総
会
議
決

事
項
の
委
任
に
つ
い
て
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ
、
岡
田
副
支
部

長
の
閉
会
挨
拶
で
通
常
総
会
は

終
了
し
ま
し
た
。

感
謝
と
敬
意
を
表
す
る
言
葉
が

添
え
ら
れ
て
感
謝
状
と
記
念
品

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
鈴
木
前
会
長
に
よ

る
退
任
挨
拶
、
岸
本
新
会
長
に

よ
る
就
任
挨
拶
の
後
高
橋
副
会

長
の
閉
会
の
言
葉
で
通
常
総
会

は
終
了
し
ま
し
た
。

そ
の
後
「
み
ど
り
を
創
り
、

育
て
る
」
集
い
が
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

神
奈
川
県
造
園
業
協
同
組
合

平
成
二
十
一
年

通
常
総
会
開
催

（
社
）日
本
造
園
建
設
業
協
会

神
奈
川
県
支
部

第
三
十
三
回
通
常
総
会
開
催

新正副会長紹介

山田支部長挨拶
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協会・役員一覧表
◎部会長・委員長
○副部会長・副委員長

相談役　生駒　武敬　戸　塚　生駒造園土木㈱

相談役　田澤　幸作　横浜南　㈱田澤園

相談役　下田　　勇　横須賀　㈲太陽造園

相談役　鈴木　一松　　旭　　㈱みやした園芸

総務・厚生委員会
支　部 氏　名 事業所名

鶴 見 加山　　勲 ㈲田端造園
港 北 ○青木　　治 ㈲アオキグリーン
緑 ・ 東 唐戸　　昇 ㈲青葉造園
神 奈 川 ◎松倉　　仁 一造園土木㈱

旭 齋地　　亘 ㈲ウィステリアグリーン
保 土 ヶ 谷 清水　克巳 ニホンターフメンテナンス㈱
瀬 谷 小澤　　薫 小澤園
戸 塚 牧野　　博 ㈲マキノ造園
戸 塚 横山勇太朗 横山緑化建設㈱
戸 塚 石井　直樹 石井造園㈱
金沢・磯子 山田　武旺 ㈱ワールドグリーンメンテナンス
横 浜 中 央 新井　　聡 アイランドスケーピング
横 浜 南 粟飯原吉伸 ㈱濱田園
横 浜 港 南 荒井　秀利 アライグリーン㈱
川 崎 南 野村　　強 野村造園建設㈱
川 崎 北 三田　伸裕 ㈲三田植木
川 崎 北 鈴木　恒夫 ㈲鈴木造園
横 須 賀 ○玉井　賢次 ㈱玉井造園
湘 南 東 安藤　信介 安藤植木㈱
湘 南 中 央 入内島　茂 ㈱高倉園グリーンセンター
県 央 渋谷喜久雄 ㈲渋谷造園
県 北 石井　敏明 ㈲明葉造園
相 模 原 座間　浩一 ㈲座間造園
相 模 原 草柳　　勇 ㈱原中園

情報委員会役員一覧
支　部 氏　名 事業所名

鶴 見 前田　陽介 俊庭園
港 北 大庭　富夫 ㈱マエキ
緑  ・ 東 男全　恵巳 ㈱山田富士組
緑  ・ 北 ○川田　照男 カワダ園芸㈲横浜造園部
神 奈 川 ○篠原　英夫 藤造園建設㈱

旭 北島　節郎 ㈱緑栄
瀬 谷 小林　新一 ㈱小林園
戸 塚 ◎木下　　透 ㈲木下庭園管理
戸 塚 篠原　友周 篠原造園建設㈱
金沢・磯子 石井　康明 山葉造園
横 浜 中 央 高梨　完治 高梨造園
横 浜 中 央 吉田　龍一 ㈱ムサ・ジャパン
横 浜 南 岡本　勝正 岡本造園
横 浜 港 南 名取　伸二 ㈱ナトリガーデン
川 崎 南 高塚　　星 ㈱愛花園
川 崎 北 大久保義治 ㈲大久保園
川 崎 北 三家　　護 ㈱みつや園
横 須 賀 菊地　良星 ㈱アートサービス
湘 南 東 松村　邦男 ㈲松村庭園設計
湘 南 東 岩崎　　積 ㈱岩崎造園
湘 南 西 吉沢　賢治 ㈲吉沢造園土木
湘 南 中 央 本間　正美 松南緑化産業㈱
県 央 木内　　勉 関東緑地土木㈱
県 北 田中　紳一 ㈲新緑造園土木
相 模 原 佐藤　雅人 ㈱植雅庭園

教育研修委員会役員一覧
支　部 氏　名 事業所名

鶴 見 山田　眞一 ㈲山田造園
港 北 三好　敦隆 ㈲ヨネヤマプランテイション
緑  ・ 西 ○荒川　昭男 ㈲庭工荒川
神 奈 川 今泉　健寿 ㈱環境造園

旭 山岸　　誠 山鈴園
保 土 ヶ 谷 坂井　　博 ㈲イエナランドスケープ
瀬 谷 青木　司光 小島造園㈱
戸 塚 新田　武男 新田造園
戸 塚 ○七澤　久信 ㈱信栄
金沢 ・磯子 長岡　孝信 ㈱並木園
横 浜 中 央 荒井　恒介 アライ園
横 浜 南 川島　一平 川島造園
川 崎 南 高橋　秀勝 ㈱植春造園
川 崎 北 松島　由和 ㈲松島造園
川 崎 北 吉垣　安男 ㈲吉垣緑地施設
湘 南 東 佐藤　太郎 造園太郎㈲
湘 南 西 桑原　宣基 湘南造園㈱
湘 南 西 原　　伸定 植徳㈱
湘 南 中 央 石井　啓ニ 石井造園
湘 南 中 央 内野　雅司 内野造園
県 央 飯島　正一 ㈱庭司苑
県 北 大澤　克彦 ㈲大澤造園
相 模 原 座間健一郎 ㈱座間緑園土木
本 部 扱 滝本　隆雄 講師委嘱
本 部 扱 高橋　雅雄 講師委嘱
本 部 扱 内藤　研二 講師委嘱
本 部 扱 ◎冨田　　改 講師委嘱

樹木資材委員会役員一覧
支　部 氏　名 事業所名

港 北 小野　武夫 ㈲小野グリーンサービス
緑  ・ 東 唐戸　国彦 曲松園
緑  ・ 西 白井　拡幸 ㈲庭幸
神 奈 川 竹林　孝明 ㈱佐藤造園

旭 関水　金作 ㈲関水商事
瀬 谷 ◎仙田　治男 西園芸
戸 塚 ○金子　敏明 ㈲共信産業
戸 塚 石井　重治 石井農園
金沢  ・磯子 里見　　茂 京急緑地開発㈱
横 浜 中 央 小林　哲夫 花庭園
横 浜 南 石田　　誠 ㈱誠和緑化
横 浜 港 南 石井　眞弘 眞翠造園
川 崎 南 高橋　和浩 ㈲高橋造園
川 崎 北 手塚　恒雄 ㈲泉樹園
横 須 賀 脇谷　俊一 中央造園㈲
湘 南 東 若菜　勝美 造園わかな
湘 南 西 ○内田　博文 ㈲小田原植木
湘 南 中 央 鳥居　邦雄 ㈲とりい農園
県 央 大村　春蔵 ㈱厚木植物園
県 北 芝口　正美 ㈲綾瀬造園土木
相 模 原 梶浦　義昭 ㈱植義

公園緑地部会役員一覧
支　部 氏　名 事業所名

鶴 見 小川　博之 ㈱グリーンケア
港 北 ○野村　直樹 奈良造園土木㈱
緑  ・ 東 岸　　純一 ㈱貝塚造園
緑  ・ 南 中山　敏成 ㈲本医園
緑  ・ 西 村田　典生 ㈲緑生園
緑  ・ 北 田代　章生 ㈱大和園
神 奈 川 井原健一郎 井原造園㈱

旭 髙橋　　卓 ㈱泰山園
旭 前田　　薫 ㈲鶴松植木

保 土 ヶ 谷 常盤　英明 常盤造園㈱
瀬 谷 高橋　正義 ㈲高橋園　
瀬 谷 ○鈴木　　豊 ㈱ベーテックス・アイ
戸 塚 ○大谷　正樹 ㈱日産クリエイティブサービス
戸 塚 酒井　由一 ㈱酒井造園
金沢・磯子 菅野　健司 横浜緑地㈱
横 浜 中 央 細野　　仁 ㈲細野植産
横 浜 南 永吉　克哲 ㈱永吉緑化
横 浜 港 南 望月　俊宏 ㈲エムテックグリーン
川 崎 南 野村　　強 野村造園建設㈱
川 崎 北 今井　伸之 ㈱今井造園
川 崎 北 越畑　好夫 ㈱相光園
横 須 賀 斉藤　治雄 ㈲藤庭芸
湘 南 東 国友　義久 平川造園土木㈱
湘 南 西 関野　秀則 ㈱足柄グリーンサービス
湘 南 西 岡部　一郎 ㈱東開造園土木
湘 南 西 菊地　雅彦 ㈲菊地造園
湘 南 中 央 吉川　　誠 吉川産業㈱
県 央 ◎難波　良雄 難波造園㈱
県 北 荒井　敏行 ㈱ヤマシゲ
相 模 原 内山　光明 ㈱植光造園
相 模 原 大木　　繁 高橋造園㈱

庭園部会役員一覧
支　部 氏　名 事業所名

鶴 見 杉本　正夫 ㈲鶴見緑化
港 北 川田　秀一 川田造園
港 北 中山　秋治 ㈲中山造園資材
緑  ・ 東 男全　　巌 男全造園
緑  ・ 南 ○小出　正治 小出造園
緑  ・ 西 森　　照征 青葉台ガーデナー
緑  ・ 北 飯嶌　貞芳 飯嶌園
神 奈 川 小川　時男 ㈲原造園
神 奈 川 横山　康雄 中山造園

旭 佐藤三代治 ㈲佐藤造園企画
保 土 ヶ 谷 鳥海　　務 ㈱笹山植木
瀬 谷 小川　　進 あきやま園
戸 塚 石川　譲二 ㈲石川造園
戸 塚 長瀬　悦雄 ㈲いしはら造園
金沢 ・磯子 大胡真一郎 大胡造園
金沢 ・磯子 ◎大胡周一郎 植周造園㈱
横 浜 中 央 小林　　博 ㈲アートグリーン溝口造園
横 浜 南 川崎　安男 川崎造園
横 浜 港 南 鈴木　一郎 ㈲古翠園
川 崎 南 高橋　秀勝 ㈱植春造園
川 崎 南 ○井上　　衛 ㈱井上植木
川 崎 北 村野　秀次 ㈱村野庭苑緑化
川 崎 北 持田　明彦 庭乃持田園㈲
横 須 賀 菊池　進司 ㈲菊池造園
湘 南 東 ○渡部　定男 ㈲植定
湘 南 西 原田　嘉幸 ㈲実生園
湘 南 西 遠藤　幸雄 ㈲遠藤商事
湘 南 西 大沢　正男 ㈲植勘大沢造園
湘 南 中 央 長谷川好正 長谷川造園
県 央 秋島　寛隆 ㈲秋島庭園
県 北 風間　成浩 風間造園
相 模 原 井上　　勝 ㈲井上創庭舎
相 模 原 和智　　晃 ㈱大津造園

県域青年部会役員一覧
支　部 氏　名 事業所名

鶴 見 山田　玄人 ㈲山田造園
鶴 見 加山　徳樹 ㈲幸徳園
港 北 加山　浩一 師岡園
港 北 大貫　英樹 大樹園
緑  ・ 東 織茂　利治 織茂園
緑  ・ 東 小嶋　貴宏 ㈲幸翠園
神 奈 川 ○小山田照蔵 一造園土木㈱
神 奈 川 平本　俊満 ㈲平本造園

旭 髙橋　秀治 ㈱泰山園
旭 稲垣　　誠 赤坂造園㈲

保 土 ヶ 谷 岩本　義博 ㈲植正岩本園
瀬 谷 相沢　賢一 ㈲日向山庭園
瀬 谷 小島　貴洋 小島造園㈱
戸 塚 小々高　亮 ㈲野渡造園土木
戸 塚 森　　　要 ㈲池田造園
金沢・磯子 黒川　辰也 ㈱金沢臨海サービス
金沢・磯子 橋本　喜之 ㈱ワールドグリーンメンテナンス
横 浜 中 央 山田　俊夫 ㈲山田造園
横 浜 中 央 荒井　恒介 アライ園
横 浜 中 央 小林　裕也 ㈲アートグリーン溝口造園
横 浜 中 央 江原　　勲 ㈱植勘
横 浜 南 川崎　　満 川崎造園
横 浜 南 金子　隆勇 植篤造園
横 浜 港 南 遠藤　　登 ㈲遠藤造園
川 崎 南 荒井　勝美 荒井造園
川 崎 北 吉田　信臣 吉田園司土木㈱
横 須 賀 石原　宏行 ㈱森崎ガーデン
湘 南 東 ○小山　博樹 ㈱やまなか園建設
湘 南 東 鈴木　正光 ㈲植新
湘 南 西 原田　滋久 ㈲実生園
湘 南 西 荘司　一誠 ㈱荘司造園
湘 南 中 央 ○佐野　　洋 ㈱佐野造園土木
県 央 宮代　敦順 ㈱宮代園
県 北 ◎小菅　泰浩 ㈲泰成緑地建設
県 北 曽根　忠和 ㈲大曽根造園
相 模 原 小山　直樹 ㈲小山造園
相 模 原 本多　　覚 ㈱相模植木

協会役員一覧表
役職名 氏　名 支部名 事業所名
会 長 岸本　和好 鶴 見 冨士造園㈱
副会長 根岸　俊明 緑   ・ 北 横浜庭苑㈱
副会長 高橋　克明 川 崎 南 ㈱植春造園
副会長 小山　俊一 湘 南 東 ㈱やまなか園建設
副会長 石川　龍二 相 模 原 ㈱植藤
理 事 瀧川　隆雄 鶴 見 ㈱滝川園
理 事 川田　秀一 港 北 川田造園
理 事 唐戸　正男 緑   ・ 東 唐戸園
理 事 今泉　健寿 神 奈 川 ㈱環境造園
理 事 小川名　眞 旭 ㈲番場園
理 事 田野井　茂 保 土 ヶ 谷 田野井造園㈱
理 事 髙橋　更一 瀬 谷 小島造園㈱
理 事 大槁　清己 戸 塚 大槁庭園㈱
理 事 長谷川寿雄 戸 塚 ㈲正進園
理 事 大胡周一郎 金沢・磯子 植周造園㈱
理 事 細野　　仁 横 浜 中 央 ㈲細野植産
理 事 渡邊　宣昭 横 浜 南 横浜植木㈱
理 事 笠原三貴也 横 浜 港 南 ㈱港南植木ガーデン
理 事 目代　久典 川 崎 北 川崎工苑建設（株）
理 事 高橋　　勇 横 須 賀 ㈲庭創
理 事 木村　義広 湘 南 西 ㈱木村植物園
理 事 原　　茂弘 湘 南 西 ㈲原造園
理 事 冨田　　改 湘 南 中 央 ㈱湘南グリーンサービス
理 事 難波　良雄 県 央 難波造園㈱
理 事 足立原哲男 県 北 足立原造園土木㈱
専務理事 松井　　徹 本 部 扱 事務局
監 事 古川　　香 横 須 賀 古川園芸㈱
監 事 新倉　　治 本 部 扱 青木伸久税理士事務所

支部長一覧
支　部 氏　名 事業所名

鶴 見 瀧川　隆雄 ㈱滝川園
港 北 川原　正行 ㈱川原造園

緑 小林　和男 ワコー緑建㈱
神 奈 川 飯田　崇久 ㈲飯田造園

旭 小川名　眞 ㈲番場園
保 土 ヶ 谷 田野井　茂 田野井造園㈱
瀬 谷 仙田　治男 西園芸
戸 塚 北村　　豁 ㈱きたむら園
金沢・磯子 大胡周一郎 植周造園㈱
横 浜 中 央 山田　久雄 ㈲山田造園
横 浜 南 金子　篤司 植篤造園
横 浜 港 南 福本　正夫 ㈱福本園芸
川 崎 南 井上　　衛 ㈱井上植木
川 崎 北 大澤　正彦 南武造園建設㈱
横 須 賀 関　　義男 ㈲太陽造園
湘 南 東 犬山　清史 湖南造園㈱
湘 南 西 木村　義広 ㈱木村植物園
湘 南 中 央 蛭田　榮一 蛭田造園㈱
県 央 中本　雅幸 日本シーダー㈱
県 北 足立原哲男 足立原造園土木㈱
相 模 原 田口　正典 ㈱田口園芸

組合役員一覧表
役職名 氏　名 支部名 事業所名
理事長 岸本　和好 鶴 見 冨士造園㈱
副理事長 長谷川寿雄 戸 塚 ㈲正進園
副理事長 高橋　成年 川 崎 南 ㈲八晃建設
副理事長 甘利　憲一 県 央 ㈱甘利園
理　事 滝川　助夫 鶴 見 滝川造園
理　事 渡邉　廣徳 港 北 ㈱錦光園
理　事 小嶋幸次郎 緑   ・ 東 ㈲幸翠園
理　事 福田登喜三 緑   ・ 西 ㈲福田園
理　事 工藤　　豊 緑   ・ 北 三和造園土木㈱
理　事 岩岡　義明 緑   ・ 南 東農園
理　事 藤巻　司郎 神 奈 川 藤造園建設㈱
理　事 飯田　崇久 神 奈 川 ㈲飯田造園
理　事 石山　昭夫 旭 石山造園㈱
理　事 板津　博史 保 土 ヶ 谷 ㈲板津農園
理　事 小川　　進 瀬 谷 あきやま園
理　事 髙橋　更一 瀬 谷 小島造園㈱
理　事 北村　　豁 戸 塚 ㈱きたむら園
理　事 渡邊　　宏 金沢・磯子 渡邊造園
理　事 江原　純夫 横 浜 中 央 ㈱植勘
理　事 吉田　志郎 横 浜 南 ㈲吉田造園
理　事 笠原三貴也 横 浜 港 南 ㈱港南植木ガーデン
理　事 村木　健一 川 崎 北 ㈲村木園
理　事 古川　　香 横 須 賀 古川園芸㈱
理　事 三井　悠示 湘 南 東 相模庭苑㈱
理　事 遠藤　幸雄 湘 南 西 ㈲遠藤商事
理　事 蛭田　榮一 湘 南 中 央 蛭田造園㈱
理　事 大澤　克彦 県 北 ㈲大澤造園
理　事 石川　正典 相 模 原 ㈱植藤
理　事 松井　　徹 本 部 扱 事務局
監　事 鳥海　　務 保 土 ヶ 谷 ㈱笹山植木
監　事 目代　久典 川 崎 北 川崎工苑建設㈱
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九
十
五
才
の
庭
師
は

今
も
現
役

新
た
に
立
ち
上
げ
た
作
庭
塾

庭
守
の
勉
強
会
は
、
会
員
の
協

力
の
も
と
充
実
し
た
内
容
で
、

し
か
も
事
故
も
な
く
予
定
の
一

年
が
終
了
し
た
。

そ
の
締
め
く
く
り
と
し
て
総

勢
十
五
名
で
、
穴
太
石
積
み
と

重
森
三
玲
の
庭
を
テ
ー
マ
に
大

津
坂
本
と
、
京
都
に
研
修
旅
行

へ
行
っ
て
来
ま
し
た
。

四
月
五
日
新
横
浜
を
早
く
に

出
発
し
た
こ
と
が
幸
い
し
、
比

叡
山
坂
本
に
着
い
た
の
は
昼
に

は
ま
だ
早
い
時
間
。
伝
教
大
師

最
澄
が
開
祖
の
天
台
宗
延
暦
寺

の
門
前
町
坂
本
は
、
琵
琶
湖
の

西
岸
に
位
置
し
、
朝
鮮
半
島
と

の
交
易
舟
が
行
き
来
し
た
日
本

海
と
、
奈
良
、
京
都
を
結
ぶ
交

通
の
要
衝
と
し
て
栄
え
た
と
の

こ
と
。
流
通
を
担
う
坂
本
の
馬

借
は
、
室
町
時
代
に
は
蜂
起
や

一
揆
を
度
々
繰
り
返
す
ほ
ど
の

力
を
持
っ
て
い
た
ら
し
い
。

延
暦
寺
が
織
田
信
長
の
宿

敵
浅
井
、
朝
倉
に
組
し
た
と

の
口
実
に
よ
り
、
元
亀
二
年

（
一
五
七
一
年
）
九
月
織
田
軍

の
攻
撃
を
受
け
、
延
暦
寺
の
塔

堂
伽
藍
と
共
に
坂
本
の
町
も
灰

燼
と
な
る
。
そ
の
戦
い
で
数
千

人
の
死
者
が
出
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
信
長
の
比
叡
山
攻
め

以
後
、
山
上
（
山
坊
）
の
僧
は

山
を
下
り
、
居
住
の
た
め
の
里

坊
が
増
え
る
と
同
時
に
坂
本
の

町
も
復
興
し
た
と
の
こ
と
。

最
初
に
訪
ね
た
吉
田
造
園
の

資
材
置
場
で
は
、
山
積
み
さ
れ

た
貴
重
な
吉
野
石
と
、
関
東
で

は
な
じ
み
の
薄
い
チ
ャ
リ
石
等

を
見
学
し
た
。
チ
ャ
リ
石
は
、

敷
い
て
積
ん
で
差
石
に
良
し
、

大
き
な
石
は
景
石
に
良
し
の
使

い
勝
手
に
幅
の
あ
る
重
量
感
を

持
っ
た
石
で
す
。

ま
た
、
硅
石
と
石
灰
岩
の
層

模
様
が
特
徴
の
伊
勢
の
鎧
石

も
、
参
加
者
に
は
め
ず
ら
し
い

石
で
し
た
（
①
）。

大
正
三
年
二
月
生
ま
れ
の
昌

寅
氏
が
、
現
在
で
も
脚
立
に

上
が
り
仕
事
を
し
て
い
る
話
に

一
同
驚
き
つ
つ
、
屋
敷
前
に
造

ら
れ
た
昌
寅
氏
の
力
作
で
あ
る

石
積
み
や
、
石
組
を
カ
メ
ラ
に

収
め
、
昌
寅
氏
と
社
長
の
茂
氏

に
丁
重
に
お
礼
を
述
べ
お
別
れ

を
し
た
（
②
）。
因
み
に
昌
寅

氏
は
私
の
師
匠
で
あ
る
。
昼
食

は
行
を
終
え
た
僧
侶
の
、
衰
弱

し
た
か
ら
だ
を
気
遣
っ
た
食
事

が
始
ま
り
と
伝
え
ら
れ
て
い
る

「
鶴
喜
そ
ば
」
で
舌
づ
つ
み
を

打
つ
。

穴
太
積
み
の
技
法
は

朝
鮮
よ
り
伝
わ
る

次
に
訪
れ
た
の
は
、
慈
眼
大

師
天
海
の
廟
所
で
あ
る
慈
眼

堂
。
天
海
は
徳
川
家
康
、秀
忠
、

家
光
の
三
代
将
軍
に
仕
え
、
比

叡
山
の
復
興
と
江
戸
上
野
の
東

叡
山
寛
永
寺
の
創
建
に
力
を
尽

く
し
た
大
僧
正
で
す
。
一
〇
八

才
の
長
寿
を
全
う
し
家
康
、
家

光
と
同
じ
日
光
に
葬
ら
れ
て
い

ま
す
。
天
海
の
座
像
が
祀
ら
れ

て
い
る
廟
の
前
庭
に
は
、
笠
、

火
袋
、
竿
が
四
角
で
中
台
と
基

礎
が
丸
い
独
特
の
石
灯
篭
が
、

十
数
基
合
掌
す
る
か
の
如
く
静

か
に
立
っ
て
い

る
（
③
）。
敷

地
内
西
側
の
高

台
に
は
、
天
台

宗
開
祖
伝
教
大

師
最
澄
の
最
大

の
支
援
者
桓
武

天
皇
の
、
奈
良

二
上
山
凝
灰
岩

で
造
ら
れ
た
大

き
な
宝
塔
や
、

和
泉
式
部
、
紫

式
部
そ
し
て
歴

代
の
座
主
の
供

養
塔
が
、
宝
篋

印
塔
、五
輪
塔
、

無
縫
塔
な
ど
の

造
り
で
並
ん
で

い
る
。

時
代
の
流
れ

に
よ
っ
て
風
化

し
な
が
ら
も
、

温
和
な
表
情
の

阿
弥
陀
の
石
仏

に
見
送
ら
れ
、

静
寂
漂
う
お
霊

屋
を
後
に
す
る
。
江
戸
時
代
末

期
ま
で
、
天
台
座
主
の
住
居
で

あ
っ
た
滋
賀
院
の
門
を
抜
け
る

と
、
穴
太
積
み
の
石
垣
が
門

を
囲
む
よ
う
に
築
か
れ
て
い
る

（
④
）。

穴
太
衆
が
文
献
に
最
初
に
登

場
し
た
の
は
、
比
叡
山
が
焼
打

ち
に
あ
っ
た
五
年
後
の
、
天
正

四
年
（
一
五
七
六
年
）
信
長
に

よ
る
安
土
築
城
、
又
は
醍
醐
三

宝
院
の
普
請
（
一
五
七
七
年
）

と
い
わ
れ
て
い
る
。
穴
太
衆
の

祖
先
は
、
最
澄
と
同
じ
く
朝
鮮

か
ら
の
帰
化
人
で
、
朝
鮮
の
穴

太
族
と
の
こ
と
。
六
六
三
年
天

智
天
皇
の
こ
ろ
、
百
済
救
済
の

た
め
朝
鮮
半
島
に
渡
っ
た
大
和

朝
廷
軍
は
、
白
村
江
（
は
く
す

き
の
え
）
の
戦
い
で
唐
、
新
羅

の
連
合
軍
に
敗
れ
た
が
、
そ
の

と
き
百
済
の
貴
族
、
文
化
人
、

工
人
が
日
本
に
渡
り
帰
化
し
た

と
い
わ
れ
て
い
る
。

坂
本
に
住
み
着
い
た
穴
太
族

の
、
石
垣
積
み
の
技
法
を
持
っ

た
人
た
ち
が
、
七
八
八
年
か
ら

始
ま
っ
た
最
澄
の
延
暦
寺
の

前
身
で
あ
る
比
叡
山
寺
創
建
に

加
わ
り
、
穴
太
石
垣
積
み
の
基

盤
を
成
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
戦
国
時
代
か
ら
江
戸
初
期

に
か
け
て
、
全
国
に
次
々
と
城

が
築
か
れ
た
。
そ
の
多
く
が
穴

太
の
地
か
ら
城
石
垣
積
み
に
出

か
け
た
穴
太
の
手
に
よ
る
も
の

と
い
わ
れ
て
い
る
。
現
在
坂
本

で
唯
一
人
の
穴
太
衆
と
し
て
、

石
垣
積
を
継
承
し
て
い
る
粟
田

さ
ん
の
祖
先
も
、
四
国
に
石
積

み
に
来
て
い
た
穴
太
衆
に
つ
い

て
四
国
か
ら
坂
本
へ
移
住
し
た

と
の
こ
と
（
⑤
）。

元
和
一
年
（
一
六
一
五
年
）

徳
川
二
代
将
軍
秀
忠
の
一
国

一
城
令
が
制
定
さ
れ
る
と
、
穴

太
衆
の
城
石
垣
積
は
激
減
す
る

が
、
河
川
や
港
湾
等
の
土
木
工

事
に
穴
太
の
技
法
は
生
か
さ
れ

た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
坂
本
は

石
積
み
の
町
と
し
て
観
光
客
を

呼
び
込
ん
で
い
る
が
、
特
に
里

坊
が
建
ち
並
ぶ
辺
り
は
、
ど
ち

ら
を
向
い
て
も
穴
太
積
み
で
あ

る
。
そ
の
里
坊
の
ひ
と
つ
律
院

の
庭
を
拝
見
し
た
。

千
日
回
峰
行
を
成
し
遂
げ
た

住
職
の
叡
南
俊
照
阿
闍
梨
様

は
、相
変
わ
ら
ず
の
艶
や
か
な
、

お
顔
で
お
元
気
な
ご
様
子
。
比

叡
山
を
源
と
す
る
大
宮
川
の
水

を
引
き
込
ん
だ
、
浅
い
流
れ
の

庭
を
お
茶
を
ご
馳
走
に
な
り
な

が
ら
拝
見
す
る
（
⑥
）。

信
長
の
比
叡
山
攻
め
の
と
き

に
は
、
山
上
で
殺
さ
れ
た
人
々

の
流
し
た
血
で
、
こ
の
大
宮
川

の
水
が
何
日
に
も
わ
た
っ
て
赤

く
染
ま
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
二
宮
橋
、
走
井
橋
、
大

宮
橋
の
通
称
日
吉
三
橋
に
は

参
加
者
一
同
圧
倒
さ
れ
た
よ
う

だ
。
勾
欄
、
橋
板
、
桁
石
、
桁

受
、
橋
脚
の
す
べ
て
が
細
工
さ

れ
た
巨
大
な
花
崗
岩
で
組
ま
れ

て
い
る
。
比
叡
山
攻
め
の
際
、

信
長
の
命
に
従
い
行
っ
た
殺
生

の
罪
滅
ぼ
し
の
た
め
か
ど
う
か

知
ら
な
い
が
、
天
下
人
に
な
っ

た
秀
吉
が
こ
の
石
橋
を
寄
進
し

た
（
⑦
）。
坂
本
か
ら
宿
泊
先

の
東
山
閣
へ
向
か
う
途
中
、
石

造
り
の
宝
塔
で
は
日
本
最
大
と

い
わ
れ
て
い
る
平
安
時

代
後
期
の
関
寺
の
牛
塔

と
、
鎌
倉
時
代
の
石
灯

篭
で
関
蝉
神
社
の
時
雨
灯
篭
を

拝
見
す
る
。
い
ず
れ
も
近
江
系

特
有
の
豪
壮
さ
を
有
し
て
い
る

（
⑧
）。

神
仏
か
ら
現
世
に

遣
わ
さ
れ
た
作
庭
家

研
修
二
日
目
に
ま
ず
見
学
し

た
の
は
松
尾
大
社
。

松
尾
に
は
立
石
づ
か
い
で
知

ら
れ
る
重
森
三
玲
の
庭
が
あ

る
。
七
十
八
歳
で
亡
く
な
る
ま

で
に
三
〇
〇
を
超
え
る
作
庭
活

動
の
最
晩
年
の
庭
。
松
尾
に

は
、
神
が
宿
る
磐
座
（
い
わ
く

ら
）を
表
現
し
た「
上
古
の
庭
」、

蓬
莱
神
仏
思
想
の「
蓬
莱
の
庭
」

他
に
「
曲
水
の
庭
」
等
が
あ
る
。

ど
の
庭
も
、
作
庭
活
動
終
焉
の

庭
と
は
思
え
ぬ
、
す
べ
て
の
石

の
個
性
が
力
強
く
表
現
さ
れ
て

い
る
（
⑨
）。

と
こ
ろ
で

重
森
三
玲
が

最
初
に
手
が

け
た
庭
は
、

昭
和
十
四
年

の
京
都
東
福

寺
で
あ
る
。

東
西
南
北
に

そ
れ
ぞ
れ
異

な
る
庭
が
、

方
丈
を
囲
む

よ
う
に
造
ら

作
庭
塾

庭
守
研
修
報
告

庭
守
会

会
長

荒
川

昭
男

①現在では入手がむずかしい独特な模様の守山石②95才にて未だ現役の庭師吉田昌寅氏

③茲眼堂石灯篭④滋賀院門跡の苔むした穴太積

⑤叡山坂本駅前の豪快な穴太積⑥延暦寺里坊律院の遺水の庭

⑦秀吉寄進の花崗岩で組まれた日吉三橋

⑧日本最大の関寺の牛塔
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れ
て
い
る
。
そ
の
四
庭
の
う
ち

で
、
私
が
魅
か
れ
る
の
は
南
庭

の
枯
山
水
。
丹
波
の
長
石
や
、

穴
が
特
徴
の
庭
湖
石
等
を
組

み
、
中
国
の
渤
海
湾
に
浮
か
ぶ

と
伝
え
ら
れ
る
神
仙
島
を
表
現

し
て
い
る
ら
し
い
。

四
〇
年
前
初
め
て
こ
の
東
福

寺
の
庭
を
見
た
と
き
の
衝
撃

は
、
今
で
も
そ
の
強
さ
を
失
わ

ず
私
の
か
ら
だ
に
残
っ
て
い

る
。松

尾
の
庭
は
過
去
何
度
か
拝

見
し
た
が
、
い
つ
も
考
え
る
こ

と
が
あ
る
。
こ
れ
は
私
の
勝
手

な
解
釈
だ
が
、
何
か
を
造
り
あ

げ
る
芸
術
家
と
か
職
人
は
、
処

女
作
と
晩
年
の
作
を
比
べ
る
と

精
神
的
支
柱
は
別
に
し
て
、
現

象
的
な
面
は
変
化
が
あ
っ
て
当

然
だ
と
思
っ
て
い
る
。

し
か
し
東
福
寺
と
松
尾
で

は
、
処
女
作
と
晩
年
を
比
較
し

て
大
き
な
違
い
を
見
出
す
こ
と

が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
重
森

三
玲
が
表
現
し
よ
う
と
し
た
神

や
仏
は
、
不
動
で
あ
り
永
遠
的

な
も
の
で
あ
る
が
ゆ
え
に
変
ら

な
い
の
だ
ろ
う
か
。何
年
か
前
、

京
大
近
く
に
あ
る
重
森
三
玲
の

自
宅
を
訪
ね
た
こ

と
が
あ
る
。
毎
日

眺
め
る
自
宅
の
庭

は
、
立
石
の
強
烈

な
個
性
を
控
え
め

に
し
た
、
さ
ぞ
か

し
静
か
な
庭
で
あ

ろ
う
と
の
勝
手
な

想
像
は
打
ち
砕
か

れ
た
。
あ
の
独
特

の
石
づ
か
い
は
、

重
森
三
玲
の
生

活
と
い
う
か
人
生

そ
の
も
の
で
あ
っ

て
、
私
の
理
解
の
域
を
超
え
て

い
た
。

話
は
少
し
横
道
に
逸
れ
る

が
、
私
は
印
象
派
の
絵
が
好
き

で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
モ
ネ
と

セ
ザ
ン
ヌ
に
ひ
か
れ
る
。
二
人

と
も
連
作
が
あ
る
。
モ
ネ
は
睡

蓮
、
セ
ザ
ン
ヌ
は
サ
ン
ト
・
ビ

ク
ト
ワ
ー
ル
山
。
パ
リ
中
心

部
の
チ
ュ
イ
ル
リ
ー
公
園
に

オ
ラ
ン
ジ
ュ
リ
ー
美
術
館
が
あ

る
。
地
下
の
円
形
展
示
室
で
モ

ネ
の
描
い
た
睡
蓮
の
絵
を
、
初

期
か
ら
晩
年
ま
で
観
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
視
力
の
弱

く
な
っ
た
晩
年
に
描
か
れ
た
水

蓮
は
、
花
と
い
う
よ
り
も
散
ら

か
っ
て
い
る
ゴ
ミ
の
よ
う
に
見

え
た
。

マ
ル
セ
イ
ユ
か
ら
一
日
二
本

の
ロ
ー
カ
ル
バ
ス
に
乗
り
、
サ

ン
ト
・
ビ
ク
ト
ワ
ー
ル
山
を
見

に
行
っ
た
。

セ
ザ
ン
ヌ
が
キ
ャ
ン
バ
ス
を

構
え
た
と
思
し
き
場
所
に
腰
を

下
ろ
し
、
ほ
ぼ
一
日
山
を
眺
め

て
い
た
。
石
灰
岩
の
塊
の
サ
ン

ト
・
ビ
ク
ト
ワ
ー
ル
山
は
、
山

と
い
う
よ
り
も
気
勢
を
持
っ
た

景
石
の
よ
う
に
私
に
は
思
え

た
。
い
や
景
石
よ
り
磐
座
と
表

現
し
た
方
が
正
し
い
か
も
知
れ

な
い
。

し
か
し
晩
年
、
か
ら
だ
の
衰

え
た
セ
ザ
ン
ヌ
が
描
い
た
サ
ン

ト
・
ビ
ク
ト
ワ
ー
ル
山
は
描
き

始
め
の
こ
ろ
の
山
と
は
違
い
、

は
っ
き
り
し
た
稜
線
は
消
え
、

山
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
程
遠
い
絵

に
な
っ
て
い
る
。

二
人
の
晩
年
の
絵
か
ら
共
通

し
た
も
の
を
私
は
感
じ
て
い

る
。
そ
れ
は
、
自
分
が
描
き
た

い
か
ら
描
く
と
い
う
情
念
の
よ

う
な
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
モ

ネ
も
セ
ザ
ン
ヌ
も
、
観
る
側
に

立
ち
対
象
を
描
く
な
ど
と
い
う

こ
と
は
考
え
な
か
っ
た
よ
う

だ
。
花
が
ゴ
ミ
に
な
ろ
う
と
、

山
が
ぼ
や
け
よ
う
と
何
し
ろ
描

け
れ
ば
良
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

そ
れ
に
対
し
て
神
や
仏
を
表

現
す
る
の
に
、
勝
手
な
表
現
の

変
容
は
許
さ
れ
な
い
と
、
重
森

三
玲
は
考
え
た
の
か
も
知
れ
な

い
。
神
や
仏
か
ら
、
こ
の
世
へ

使
わ
さ
れ
た
終
生
変
わ
っ
て
は

い
け
な
い
使
命
感
の
よ
う
な
強

い
気
持
ち
を
、
重
森
三
玲
は
抱

い
て
い
た
よ
う
だ
。
し
た
が
っ

て
東
福
寺
と
松
尾
か
ら
異
な
る

印
象
を
、
感
じ
な
く
て
も
仕
方

が
な
い
と
私
は
思
っ
て
い
る
。

と
も
あ
れ
、
重
森
三
玲
は
自

分
が
作
庭
し
た
も
の
が
、
神
や

仏
を
は
っ
き
り
表
現
出
来
る
う

ち
に
世
を
去
っ
た
。
松
尾
を
あ

と
に
し
て
大
徳
寺
の
高
桐
院
に

向
か
っ
た
（
⑩
）。

高
桐
院
の
目
的
は
、
細
川
三

斎
公
の
灯
篭
墓
石
と
、
朝
鮮
出

兵
の
際
加
籐
清
正
が
持
ち
帰
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
る
王
城
の
礎

石
。
石
灯
篭
は
鎌
倉
時
代
の
作

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
石
造

美
術
家
の
川
勝
政
太
郎
は
、
南

北
朝
時
代
の
奈
良
系
の
特
徴

を
有
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る

（
⑪
）。

高
さ
六
尺
あ
ま
り
の
近
世
の

取
れ
た
上
品
な
造
り
で
、
所
持

し
て
い
た
利
休
が
秀
吉
の
所
望

を
退
け
る
た
め
に
、
わ
ざ
わ
ざ

笠
の
蕨
手
（
わ
ら
び
て
）
を
欠

き
三
斎
に
譲
っ
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
王
城
の
礎
石
は
、
宝

塔
の
塔
身
の
細
工
を
施
し
、
袈

裟
型
の
手
水
鉢
と
し
て
降
り
蹲

踞
で
組
ま
れ
て
い
る
（
⑫
）。

庭
守
の
実
技
講
習
で
い
つ
の

日
か
、
降
り
蹲
踞
を
行
い
た

い
と
の
予
定
が
あ
っ
た
の
で
良

い
参
考
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
今
回
の
研
修
で
は
以
上
の

他
に
、
今
宮
神
社
に
お
い
て
構

成
鉱
物
が
菫
青
石
（
き
ん
せ
い

せ
き
）
と
黒
雲
母
の
通
称
「
コ

メ
真
黒
」
と
呼
ば
れ
る
珍
し

く
、
し
か
も
美
し
い
鴨
の
真
黒

石
を
見
た
。
研
修
の
最
後
に

鷹
ヶ
峰
の
「
し
ょ
う
ざ
ん
」
で

樹
齢
四
五
〇
年
の
台
杉
や
、
良

形
の
吉
野
石
を
ふ
ん
だ
ん
に
配

石
し
た
流
れ
を
見
学
し
た
。
今

ま
さ
に
満
開
の
桜
の
中
で
の
研

修
が
、
参
加
に
ど
れ
ほ
ど
の
参

考
に
な
っ
た
か
知
る
こ
と
は
出

来
な
い
が
、ひ
と
ま
ず
「
庭
守
」

初
め
て
の
研
修
は
無
事
終
了
し

た
。皆

さ
ん
ご
苦
労
様
で
し
た
。

研
修
付
記

比
叡
山
の
裾
に
広
が
る
樹
林

は
、
い
つ
訪
れ
て
も
爽
や
か
で

あ
る
。
樹
林
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら

に
、
注
連
縄
（
し
め
な
わ
）
が

張
ら
れ
た
磐
座
（
い
わ
く
ら
）、

磐
境
（
い
わ
さ
か
）
の
、
地
元

で
は
白
石
と
呼
ば
れ
る
花
崗
岩

や
社
が
点
在
し
て
い
る
。

山
上
（
や
ま
が
み
）
に
は
、

京
都
御
所
の
表
鬼
門
の
守
り
と

し
て
東
塔
、
西
塔
、
横
川
の
エ

リ
ア
に
別
れ
た
、
天
台
宗
総
本

山
延
暦
寺
の
塔
堂
伽
藍
が
歴
史

を
背
負
っ
て
建
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
爽
や
か
な
こ
の
辺

り
は
、
全
国
に
三
千
八
百
あ
る

山
王
総
本
宮
の
内
路
。

そ
の
日
吉
大
社
の
神
体
山
で

あ
る
八
王
子
山
の
参
道
口
で
も

あ
る
。

し
た
が
っ
て
こ
こ
は
、
神
と

仏
が
共
に
鎮
座
す
る
聖
域
に
な

る
。
伝
来
の
仏
教
と
、
自
然
信

仰
の
結
合
で
あ
る
神
仏
習
合
の

領
域
。
聖
域
に
は
、
天
端
に
切

妻
屋
根
を
の
せ
た
山
王
鳥
居
と

も
、
惣
合
（
そ
う
ご
う
）
鳥
居

と
も
称
す
る
日
吉
大
社
独
特
の

珍
し
い
鳥
居
が
建
っ
て
い
る
。

高
さ
一
〇
メ
ー
ト
ル
は
あ
る
だ

ろ
う
か
。
実
に
堂
々
と
し
て
い

る
。自

然
を
身
近
に
、
ま
た
此

方
（
こ
な
た
）
と
彼
岸
を
一
体

と
し
て
感
じ
る
こ
の
様
な
情
景

は
、
あ
る
意
味
神
仙
島
を
築
い

た
池
泉
庭
や
、
浄
土
庭
園
の
中

を
散
策
し
て
い
る
よ
う
な
、
落

着
い
た
気
持
ち

に
な
れ
る
。

洛
中
の
喧
噪

な
環
境
に
伽
藍

を
配
し
、
名
庭

を
築
い
た
建
仁

寺
、
妙
心
寺
、

大
徳
寺
等
の
臨

済
宗
の
各
寺
院

と
は
、
異
な
る

別
の
世
界
で
あ

る
。夢

窓
疎
石
が

黄
金
時
代
を
築

い
た
臨
済
宗

は
、
数
多
く
の

名
庭
を
造
り
残

し
て
き
た
が
、

そ
れ
と
は
対
照
的
に
天
台
密
教

は
、
作
庭
に
は
臨
済
宗
程
関
心

を
示
さ
な
か
っ
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
。

相
阿
弥
作
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
青
連
院
は
、
数
少
な
い
天

台
寺
院
の
名
庭
で
あ
る
。
他
に

梟
の
手
水
鉢
で
知
ら
れ
る
曼
殊

院
、
独
特
の
石
灯
籠
が
立
つ
蓮

華
寺
、
大
原
の
三
千
院
と
庭
が

有
名
な
天
台
寺
院
も
あ
る
が
、

臨
済
寺
院
の
数
に
は
及
ば
な

い
。仏

教
に
関
し
て
不
勉
強
な
私

が
こ
の
こ
の
様
な
こ
と
を
述
べ

る
の
は
お
こ
が
ま
し
い
が
、
天

台
密
教
は
、
も
と
も
と
作
庭

の
意
志
を
必
要
と
し
な
い
土
壌

に
、
成
り
立
っ
て
い
た
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。

内
容
が
夢
窓
の
話
に
な
る

が
、純
粋
禅
の
立
場
の
人
々
は
、

夢
窓
の
禅
は
坐
禅
を
重
視
し
な

が
ら
も
、
理
論
的
、
説
明
的
で

あ
り
、
教
典
や
文
学
か
ら
離
れ

ら
ね
な
か
っ
た
と
酷
評
し
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
ゆ
え
か
、
天
竜
寺
、
西

芳
寺
（
苔
寺
）、
恵
林
寺
な
ど

の
夢
窓
の
作
風
は
論
理
的
、
説

明
的
、
し
か
も
直
感
的
で
あ

る
と
評
論
す
る
人
も
い
る
と
聞

く
。し

か
し
、
西
芳
寺
洪
隠
山
の

枯
滝
石
組
や
天
竜
寺
曹
源
池
の

立
石
組
は
、
私
に
と
っ
て
は
原

風
景
的
存
在
で
あ
る
し
、
し
か

も
個
人
的
に
直
感
に
頼
る
こ
と

が
嫌
い
で
は
な
い
。

以
前
、
専
門
書
の
中
で
、
平

安
時
代
の
歌
人
源
俊
頼
の
、「
石

は
さ
も
た
て
け
る
人
の
心
さ
へ

か
た
か
と
有
て
み
え
も
す
る
か

な
」
と
い
う
歌
が
あ
る
こ
と
を

知
っ
た
。
こ
の
「
石
」
と
い
う

題
が
つ
い
た
唄
の
意
味
は
、
石

組
の
な
か
に
人
柄
、
あ
る
い
は

才
能
が
あ
ら
わ
れ
る
。つ
ま
り
、

石
組
み
は
人
を
あ
ら
わ
す
と
の

意
味
な
の
だ
が
、
こ
の
歌
を

知
っ
た
と
き
ま
ず
夢
窓
を
思
い

浮
か
べ
た
。
同
時
に
、
橘
俊
綱

は
「
作
庭
記
」
を
誌
し
た
が
ゆ

え
に
後
世
に
名
を
残
し
た
が
、

平
安
貴
族
や
文
人
達
の
多
く

が
庭
に
深
い
造
詣
を
持
っ
て
い

た
の
だ
ろ
う
と
考
え
さ
せ
ら
れ

た
。
平
安
の
人
々
の
庭
へ
の
思

い
は
、
移
り
行
く
歴
史
の
中
で

夢
窓
に
受
け
継
が
れ
、
更
に
変

容
し
臨
済
寺
院
で
枯
山
水
が
誕

生
し
た
。
禅
の
教
義
か
ら
逸
脱

し
た
と
し
て
も
、
自
己
主
張
を

貫
い
た
夢
窓
の
石
に
対
す
る
姿

勢
に
親
し
み
を
抱
く
と
共
に
、

僧
侶
が
何
故「
石
立
僧
」に
な
っ

た
の
か
、
娑
婆
世
界
に
住
む
私

に
も
最
近
少
し
だ
け
見
え
て
き

た
よ
う
な
気
が
す
る
。

⑫大徳寺高桐院の袈裟型の降り蹲踞 ⑪大徳寺高桐院墓地内の
細川三斉公灯篭墓石

⑨松尾大社「蓬来の庭」重森三玲氏晩年の作

⑩大徳寺高桐院山門前にて
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注
を
、
ま
た
、
発
注
に
あ
た
っ

て
は
技
術
の
総
合
評
価
や
工
事

実
績
、
造
園
に
関
す
る
各
種
資

格
所
有
者
の
技
術
力
等
の
考
慮

を
④
社
団
法
人
日
本
造
園
建
設

業
協
会
認
定
の
街
路
樹
剪
定
士

の
積
極
的
活
用
を
⑤
公
共
公
益

施
設
の
緑
化
や
屋
上
緑
化
等
民

有
地
の
緑
化
の
積
極
的
推
進
と

緑
化
を
実
効
あ
る
も
の
と
す
る

た
め
条
例
の
制
定
並
び
に
助
成

等
の
施
策
の
拡
充
を
⑥
校
庭
及

第
三
十
五
回
神
奈
川
県
造
園

業
協
会
通
常
総
会
終
了
後
、「
か

な
が
わ
の
み
ど
り
を
創
り
、
育

て
る
」
集
い
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
神
奈
川
県
造
園
業
協
会
の

任
期
満
了
よ
る
役
員
選
任
に
伴

い
正
副
会
長
の
交
代
が
あ
り
、

新
旧
正
副
会
長
が
紹
介
さ
れ
、

長
年
に
亘
り
造
園
業
界
の
発
展

に
多
大
な
ご
尽
力
を
賜
り
こ
の

度
退
任
さ
れ
ま
す
鈴
木
前
会
長

よ
り
退
任
挨
拶
・
謝
辞
が
あ
り
、

続
い
て
岸
本
神
造
協
新
会
長
、

山
田
日
造
協
神
奈
川
県
支
部
長

両
氏
に
よ
る
主
催
者
挨
拶
に
続

き
、
神
奈
川
県
副
知
事
羽
田
慎

司
様
よ
り
、
県
で
は
、
神
奈
川

の
明
る
い
確
か
な
未
来
を
築
く

た
め
、「
神
奈
川
力
構
想
」
を

平
成
十
九
年
度
に
策
定
し
、
こ

の
中
で「
か
な
が
わ
の
み
ど
り
」

に
つ
き
ま
し
て
は
、「
神
奈
川

の
み
ど
り
計
画
」
に
基
づ
き
こ

れ
ま
で
も
積
極
的
に
緑
地
の
保

全
や
都
市
公
園
の
整
備
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

昨
年
度
は
、
四
公
園
の
約
一

ヘ
ク
タ
ー
ル
が
、
皆
様
の
ご
協

力
の
も
と
開
園
を
迎
え
る
こ
と

が
出
来
、
今
年
度
は
、「
あ
い

か
わ
公
園
」
で
地
元
の
伝
統
工

芸
を
体
験
で
き
る
工
芸
工
房
村

を
四
月
か
ら
オ
ー
プ
ン
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、「
境
川
湧
水

池
公
園
」
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の

供
用
開
始
を
始
め
、
新
規
拡
大

と
再
整
備
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。

昨
年
は
、
地
球
環

境
問
題
を
主
要
テ
ー

マ
の
一
つ
と
し
て
北

海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ

ト
が
開
催
さ
れ
、
顕

在
化
し
て
い
る
ヒ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象

へ
の
対
応
な
ど
こ
れ

ま
で
以
上
に
み
ど
り

の
量
の
確
保
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
質
の

面
か
ら
も
魅
力
あ
る

公
園
緑
地
の
保
全
や

創
出
、
街
路
樹
の
適

正
な
維
持
管
理
な
ど

の
取
組
み
が
需
要
に

な
る
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
。
優
れ
た
技

術
と
豊
富
な
知
識
・

経
験
を
お
持
ち
の
皆

（
社
）
日
本
造
園
建
設
業
協

会
神
奈
川
県
支
部
主
催
の
「
第

二
回
か
な
が
わ
街
路
樹
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
」
表
彰
式
が
五
月

二
十
二
日
、
ホ
テ
ル
横
浜
ガ
ー

デ
ン
に
於
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

日
頃
、
何
気
な
く
見

過
ご
し
が
ち
な
街
路
樹

の
四
季
折
々
の
姿
を
写

す
こ
と
で
街
路
樹
の
大

切
さ
を
再
認
識
し
て
も

ら
う
た
め
、
昨
年
に
引

き
続
き
第
二
回
の
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施

し
た
と
こ
ろ
百
六
三
点

の
応
募
あ
り
、
藤
井
英

二
郎
千
葉
大
学
教
授
、

大
河
原
雅
彦
神
奈
川
新

聞
編
集
局
映
像
部
カ
メ

ラ
マ
ン
、
山
田
康
博
支

部
長
の
審
査
に
よ
り
神

奈
川
県
知
事
賞
、
神
奈

川
県
議
会
議
長
賞
を
始

め
十
九
作
品
が
選
定
さ

れ
た
。

表
彰
式
で
は
、
大
河
原
氏
か

ら
四
季
の
移
ろ
い
を
伝
え
て
く

れ
る
街
路
樹
を
守
り
、
育
て
て

い
く
た
め
に
は
、
行
政
の
力
だ

け
で
は
な
く
市
民
一
人
一
人
の

（
社
）
神
奈
川
県
造
園
業
協

会
と
（
社
）
日
本
造
園
建
設
業

協
会
神
奈
川
県
支
部
協
同
で
、

七
月
一
日
に
自
由
民
主
党
神
奈

川
県
支
部
連
合
会
・
自
由
民
主

党
神
奈
川
県
議
会
へ
要
望
書
を

提
出
し
、
次
の
八
項
目
に
つ
い

て
要
望
し
た
。

要
望
事
項
と
し
て
、
①
21
世

紀
に
ふ
さ
わ
し
い
国
づ
く
り
に

必
要
な
都
市
公
園
整
備
事
業
を

内
需
拡
大
に
よ
る
造
園
工
事
の

発
注
を
②
都
市
公
園
の
整
備
や

既
存
都
市
公
園
の
再
整
備
、
緑

地
の
保
全
、
緑
化
の
推
進
と

三
浦
半
島
地
域
へ
の
国
営
公
園

の
誘
致
活
動
の
積
極
的
な
推
進

を
③
公
園
緑
地
及
び
道
路
、
河

川
、
港
湾
、
住
宅
施
設
等
の
う

ち
造
園
に
関
す
る
整
備
及
び
維

持
工
事
は
地
域
の
実
情
に
応
じ

て
分
離
し
造
園
専
門
業
者
に
発

「
電
子
納
品
体
験

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

電
子
納
品
に
つ
い
て
は
、
国

土
交
通
省
の
指
導
の
下
、
金
額

に
よ
り
順
次
対
象
工
事
を
拡
大

し
、
段
階
的
に
進
め
ら
れ
て
き

岸
本
会
長
県
民
功
労
賞
受
賞

平
成
二
十
一
年
六
月
八
日
県

庁
大
会
議
室
に
て
松
沢
神
奈

川
県
知
事
よ
り
、
産
業
・
経
済

「
み
ど
り
行
政
に
関
す
る
要
望
書
」
提
出

〜「
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
施
策
に
よ
る
緑
等
環
境
分
野
へ
の
集
中
投
資

に
よ
る
内
需
拡
大
と
景
気
対
策
」「
都
市
に
お
け
る
緑
化
」
の
推
進
等
を
〜

力
が
必
要
で
す
と
の
講
評
が
述

べ
ら
れ
た
。

続
い
て
、
表
彰
式
が
行
な
わ

れ
、
山
田
支
部
長
よ
り
神
奈
川

県
知
事
賞
を
小
澤
宏
様
、
神
奈

川
県
議
会
議
長
賞
を
佐
瀬
仲
様

に
表
彰
状
と
盾
が
贈
呈
さ
れ
、

最
優
秀
賞
一
点
、優
秀
賞
一
点
、

入
選
五
点
、
佳
作
十
点
に
つ
い

て
賞
状
と
賞
金
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

公
務
多
忙
の
中
出
席
頂
き
ま

し
た
榎
本
与
助
神
奈
川
県
議
会

議
長
よ
り
来
賓
祝
辞
を
賜
り
盛

会
の
中
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
も
、
神
造
協
共
催
、
国

土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
横

浜
並
ぶ
に
相
武
国
道
事
務
所
、

神
奈
川
県
・
横
浜
市
・
川
崎
市
、

神
奈
川
新
聞
社
、
テ
レ
ビ
神
奈

川
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
横
浜
放
送
局
の
後

援
を
得
て
「
第
三
回
か
な
が
わ

街
路
樹
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」

の
作
品
を
募
集
し
て
お
り
ま
す

の
で
多
数
の
応
募
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。（
詳
細
は
（
社
）
神
奈
川

県
造
園
業
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
）

「
第
二
回
か
な
が
わ
街
路
樹
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

表
彰
式
開
催

様
方
に
は
、
ど
う
か
引
き
続
き

お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
四
月
十
九
日
に
は
、

皇
太
子
同
妃
両
殿
下
ご
臨
席
の

も
と
、
第
二
十
回
¬
全
国
み
ど

り
の
愛
護
の
つ
ど
い
」
が
、
国

や
横
浜
市
と
と
も
に
、
横
浜
動

物
の
森
公
園
に
て
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
本
集
い
で

は
、
全
国
の
公
園
緑
地
を
始
め

「
神
奈
川
の
み
ど
り
を
創
り
、
育
て
る
」
集
い
開
催

羽田副知事来賓挨拶みどり議員連盟松田副会長挨拶

榎本神奈川県議会議長入賞作品閲覧支部長賞状・賞金授与

分
野
で
多
年
造
園
業
に
携
わ
る

と
と
も
に
、
神
奈
川
県
造
園
業

協
会
会
長
等
を
歴
任
し
組
織
の

充
実
強
化
と
人
材
育
成
に
優
れ

た
成
果
を
あ
げ
る
な
ど
産
業
の

振
興
に
尽
く
し
た
功
績
に
よ
り

「
神
奈
川
県
県
民
功
労
者
」
と

し
て
、
当
協
会
会
長
岸
本
和
好

氏
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

と
す
る
緑
の
愛
護
団
体
が
一
同

に
会
す
る
こ
と
で
広
く
都
市
緑

化
の
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と

が
出
来
た
も
の
と
考
え
て
お
り

ま
す
と
の
挨
拶
が
あ
り
、
神
奈

川
県
議
会
緑
議
員
連
盟
の
出
席

者
の
紹
介
が
あ
り
、
代
表
し
て

神
奈
川
県
議
会
緑
議
員
連
盟
副

会
長
松
田
良
昭
様
よ
り
力
強
い

励
ま
し
と
支
援
の
挨
拶
の
後
県

幹
部
職
員
、
関
係
団
体
の
来
賓

紹
介
に
続
き
、
財
団
法
人
神
奈

川
県
公
園
協
会
理
事
長
小
山
剛

司
様
の
乾
杯
の
ご
発
声
で
和
や

か
な
懇
談
会
と
な
り
ま
し
た
。

ま
し
た
。
神
奈
川
県
で
は
、
電

子
納
品
に
つ
い
て
は
、
平
成

二
十
年
度
ま
で
は
対
象
工
事
が

一
千
万
以
上
で
し
た
が
、
平
成

二
十
一
年
度
か
ら
原
則
と
し

て
全
工
事
が
対
象
と
な
り
ま

し
た
。

今
回
㈱
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ

ア
総
合
企
画
の
ご
支
援
を

得
て
公
園
緑
地
部
会
・
教
育

研
修
委
員
会
共
催
で
七
月

二
十
三
・
二
十
四
日
両
日
の

午
前
午
後
計
四
回
一
人
一
台

の
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
て
電

子
納
品
ツ
ー
ル
操
作
を
体
験

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
は
延
べ
四
十
一
名
で

書
類
作
成
・
Ｃ
Ａ
Ｄ
納
品
の
詳

し
い
体
験
セ
ミ
ナ
ー
の
要
望
も

あ
り
ま
し
た
。

び
養
護
施
設
の
芝
生
化
の
推
進

を
⑦
剪
定
枝
・
伐
採
木
等
発
生

材
の
受
け
入
れ
体
制
の
整
備
と

リ
サ
イ
ク
ル
処
理
施
設
へ
の
公

的
機
関
の
技
術
支
援
等
の
強
化

と
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
の
公
共
事

業
へ
の
積
極
的
有
効
活
用
等
流

通
ル
ー
ト
の
整
備
並
び
に
財
政

支
援
を
⑧
造
園
事
業
者
の
森
林

整
備
事
業
入
札
参
加
機
会
の
均

等
化
を
、
造
園
業
界
の
大
変
厳

し
い
現
状
を
ふ
ま
え
て
要
望
事

項
の
実
現
に
向
け
て
強
く
申
し

入
れ
た
。

ヒ
ア
リ
ン
グ
の
中
で
、
神
奈

川
県
議
会
六
月
定
例
会
の
代

表
質
問
お
い
て
校
庭
の
芝
生
化

に
つ
い
て
は
、
県
立
平
塚
江
南

高
校
と
厚
木
高
校
に
つ
い
て
今

年
度
校
庭
の
芝
生
化
を
実
施
す

る
。
芝
生
化
に
つ
い
て
業
界
に

お
け
る
土
壌
改
良
や
管
理
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
実
情
並
び
に
森
林

整
備
の
造
園
業
界
参
入
に
当
っ

て
の
地
域
条
件
、
資
格
条
件
等

の
内
容
に
つ
い
て
論
議
さ
れ

た
。
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梅
の
香
り
に
誘
わ
れ
て
、
梅

の
里
へ
行
っ
て
来
ま
し
た
。

三
月
一
日
、
神
造
協
金
・
磯

支
部
青
年
部
の
諸
氏
と
茨
城
県

の
水
戸
偕
楽
園
、
西
山
荘
と
真

壁
の
石
材
加
工
業
者
を
見
学
し

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
横
浜
マ
イ
ス
タ
ー

の
後
継
者
育
成
活
動
の
一
つ

で
、
今
回
で
五
回
目
、
最
終
回

と
な
り
ま
す
。

偕
楽
園
は
、
梅
ま
つ
り
の
最

中
で
、
梅
林
の
中
は
人
出
も
多

く
、
十
分
な
見
学
も
ま
ま
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
地
元
の
業
者
の
方

の
案
内
で
、
正
面
よ
り
入
り
、

杉
林
、
竹
林
な
ど
を
廻
る
と
、

日
頃
持
っ
て
い
る
梅
が
主
体
と

い
う
先
入
観
念
を
打
ち
破
ら
れ

た
感
じ
が
し
ま
し
た
。

偕
楽
園
は
、御
存
知
の
通
り
、

水
戸
藩
九
代
藩
主
斉
昭
に
よ
り

造
園
さ
れ
、
地
域
に
開
か
れ
た

当
時
と
し
て
は
、
数
少
な
い
公

園
の
一
つ
で
す
。

開
園
時
の
遺
志
を
尊
守
し
、

今
も
入
場
無
料
で
あ
る
の
は
、

ま
こ
と
に
素
晴
し
い
こ
と
で

す
。当

園
は
、
幕
末
に
あ
っ
て
争

乱
を
見
越
し
、
要
害
の
地
と
し

て
、
活
用
す
る
た
め
の
も
の
と

も
聞
い
て
い
ま
す
。

西
山
荘
は
、
二
代
藩
主
光
圀

の
隠
居
所
と
し
て
、
建
て
ら
れ

た
も
の
で
、
侘
び
た
そ
の
風
情

は
周
囲
の
山
林
に
溶
け
込
み
、

茅
葺
き
粗
壁
の
建
築
と
相
ま
っ

て
、
え
も
い
わ
れ
ぬ
光
景
を
か

も
し
出
し
て
い
ま
し
た
。

光
圀
の
質
実
剛
健
の
気
風
と

品
格
、
教
養
の
高
さ
を
感
じ
ず

に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

さ
て
、
今
回
の
主
な
目
的
で

あ
っ
た
、
真
壁
の
石
材
加
工
品

の
見
学
は
、
地
元
の
造
園
業
の

方
の
御
紹
介
で
、
伝
統
工
芸
士

の
技
を
見
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

当
日
、
実
際
の
作
業
は

見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
工
法
や
特
徴
の
説

明
を
受
け
、
多
く
の
石

造
品
に
触
れ
る
事
が
出

来
ま
し
た
。
本
歌
に
忠

実
に
復
元
さ
れ
た
も
の

巨
木
と
庭
園
巡
り

　
　

鶴
見
支
部

　
　
情
報
委
員

前
田
陽
介

も
あ
り
、
火
袋
の
内
側
ま
で
、

の
み
が
当
て
ら
れ
、
障
子
を
は

め
る
枠
の
部
分
も
し
っ
か
り
細

工
が
施
さ
れ
、
さ
す
が
伝
統
工

芸
士
と
感
服
し
ま
し
た
。

見
学
の
話
題
を
中
心
に
、
バ

ス
の
中
で
懇
談
会
を
宴
し
な
が

ら
、
帰
路
に
着
き
ま
し
た
。

末
筆
に
な
り
ま
し
た
が
、
今

回
、
案
内
役
を
務
め
て
頂
き
ま

し
た
地
元
の
方
々
、
石
材
伝
統

工
芸
士
の
方
に
篤
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
忙
し
い
中

参
加
を
し
て
下
さ
っ
た
青
年
部

樹木医横山一平氏による講習会の模様

事 務 局 情 報
（月  間  行  事  一  覧）
●諸会議その他●

●会員名簿の変更●
（平成21年度名簿）

  

横
浜
マ
イ
ス
タ
ー
見
学
会

                                                      

大
胡
周
一
郎  

平
成
二
十
一
年
四
月
十
二
日

か
ら
十
三
日
、
山
梨
方
面
へ
巨

木
を
巡
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

浅
間
神
社
の
七
本
杉
や
、
諏

訪
神
社
の
大
杉
な
ど
、
日
頃
感

じ
る
事
の
出
来
な
い
ほ
ど
の
巨

大
さ
と
、
歴
史
を
感
じ
な
が
ら

見
上
げ
る
ば
か
り
で
し
た
。

な
か
で
も
実
の
付
き
方
に
特

徴
の
あ
る
、
本
国
寺
の
オ
ハ
ツ

キ
イ
チ
ョ
ウ
に
は
、
自
然
の
奥

深
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

又
、
鶴
見
支
部
青
年
部
会
に

お
い
て
は
、
五
月
二
十
四
日
、

庭
園
巡
り
と
し
て
都
内
の
六
義

園
、
旧
古
河
庭
園
な
ど
を
巡
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た

が「
勉
強
の
為
」と
庭
園
の
隅
々

ま
で
、
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
旧
古
河
庭

園
の
茶
室
に
て
、
茶
道
を
体
験

す
る
な
ど
充
実
し
た
研
修
会
と

な
り
ま
し
た
。

樹
木
の
診
断
と
手
当
て

鶴
見
支
部
で
は
、
七
月
八
日

に
樹
木
医
横
山
一
平
氏
を
講

師
に
お
招
き
し
樹
木
の
診
断
と

手
当
て
に
つ
い
て
講
習
会
を
開

催
、
講
習
会
終
了
後
岸
本
会
長

「
神
奈
川
県
県
民
功
労
者
」
受

賞
祝
賀
会
を
盛
況
裡
に
実
施
し

ま
し
た
。

横
浜
南
支
部
で
は
こ
の
ほ

ど
、
支
部
お
よ
び
青
年
部
共
催

で
救
命
講
習
会
を
ひ
ら
い
た
。

立
秋
も
過
ぎ
た
と
は
い
え
、
ま

だ
暑
さ
の
続
く
八
月
九
日
に
、

副
支
部
長
で
あ
る
濱
田
園
の
粟

飯
原
氏
に
会
場
を
お
借
り
し

て
、
心
肺
蘇
生
法
や
自
動
体
外

式
除
菌
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の
使

い
方
を
学
ん
だ
。

参
加
者
は
支
部
員
と
、
そ
の

家
族
の
方
々
十
八
名
が
受
講

し
た
。
南
消
防
署
六
ツ
川
出
張

所
長
の
韮
山
広
志
の
指
導
に
よ

り
、
午
前
九
時
三
十
分
よ
り

十
一
時
三
十
分
ま
で
の
約
二
時

間
に
わ
た
っ
て
、
講
義
と
実
習

を
行
な
っ
た
。

講
義
で
は
緊
急
時
に
救
命
処

置
が
行
な
わ
れ
た
場
合
の
救

命
率
は
約
四
〇
％
、
救
命
処
置

が
な
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
約

二
〇
％
に
半
減
す
る
こ
と
な
ど

の
応
急
手
当
の
重
要
性
、
救
命

処
置
の
流
れ
、
救
命
処
置
の
手

順
、
救
急
車
の
適
正
利
用
に
つ

い
て
、
一
一
九
番
通
報
に
つ
い

て
の
注
意
な
ど
を
学
ん
だ
。

講
義
後
に
は
韮
山
氏
が
、
訓

練
用
の
人
形
を
使
用
し
て
救
命

処
置
の
手
順
を
解
説
、
実
演
し

た
後
に
、
支
部
長
を
始
め
参
加

者
全
員
が
、
救
命
処
置
の
手
順

を
確
認
し
て
、
実
際
に
①
周
囲

の
安
全
確
認
②
意
識
の
確
認
③

一
一
九
番
通
報
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
搬

送
依
頼
④
気
道
確
保
⑤
呼
吸
の

確
認
（
胸
の
動
き
を
見
て
、
呼

吸
音
を
聞
い
て
、
吐
息
を
頬
で

感
じ
て
）
⑥
心
肺
蘇
生
法
（
人

口
呼
吸
と
胸
骨
圧
迫
）
⑦
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
装
置
・
操
作
法
を
行
な
っ

た
。訓

練
用
の
人
形
で
人
口
呼
吸

二
回
、
胸
部
圧
迫
三
〇
回
を
行

な
う
と
額
に
う
っ
す
ら
と
汗
が

か
ね
て
よ
り
企
画
し
て
い
た

研
修
を
三
月
二
十
九
日
（
日
）

藤
沢
市
の
少
年
の
森
で
一
日
を

か
け
て
実
施
し
た
。
研
修
内
容

は
竹
垣
と
水
琴
窟
の
制
作
で
あ

る
。
十
四
名
が
参
加
し
た
。

竹
垣
作
り
、
水
琴
窟
作
り
共

に
初
心
者
が
多
く
、
竹
垣
で
は

竹
の
切
り
方
、
割
り
方
や
、
元

口
、
末
口
の
扱
い
方
な
ど
、
水

琴
窟
で
は
水
滴
や
音
響
効
果
な

ど
の
説
明
を
行
い
、
製
作
に
取

り
組
ん
だ
。

竹
垣
の
課
題
は
四
ツ
目
垣
、

建
仁
寺
垣
、
金
閣
寺
垣
、
木
賊

垣
、
竜
安
寺
垣
、
大
津
垣
と
多

彩
に
設
定
し
た
が
、
参
加
者
が

会員名簿の訂正は今回名簿を作成しますのでそちらをご覧下さい

    新入会員

○緑支部
　やとやま　　　　代表者　小島和男
　〒226-0021　横浜市緑区北八朔町1061
　Tel 045-932-1139　

○横浜中央
　㈱大匠緑化建設　代表者　内田悟史
　〒231-0861　横浜市中区元町2丁目80番地
　Tel 045-681-5578　Fax 045-664-4621

○横須賀
　㈱花山　　　　　代表者　川手　勝
　〒239-0835　横須賀市佐原4-1-13
　Tel 046-837-6973　Fax 046-837-6974

に
じ
ん
だ
。
こ
の
胸
部
圧
迫
と

人
口
呼
吸
の
組
み
合
わ
せ
を
救

急
隊
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
到
着
す
る
ま

で
繰
り
返
す
の
は
か
な
り
の
体

力
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
実
感

し
た
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作
は
、
電
源

こ
れ
ら
の
す
べ
て
を
経
験
で
き

な
か
っ
た
こ
と
が
今
後
の
課
題

と
な
っ
た
。
水
琴
窟
も
全
員
が

制
作
に
関
わ
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
が
、
最
後
に
水
を
流
し

た
時
に
は
、
全
員
そ
の
音
色
に

感
嘆
し
た
。

会
場
は
満
開
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
に
囲
ま
れ
て
い
た
が
、
参
加

者
は
サ
ク
ラ
を
鑑
賞
す
る
間
も

8 月 
 １日（土）　～ 3日（月）
   1・2・3級造園技能士実技試験
 ４日 （火） 1・2・3級造園技能士実技試験採点
   公園緑地部会副部会長会議
 ６日 （木） 公園緑地部会総務委員会
   公園緑地部会副部会長・副委員長会議
 ７日 （金） 1・2級造園技能士学科講習会
   （かながわ労働プラザ）
21日 （金） 県域青年部会
23日 （日） 1・2級造園技能士学科・要素試験
   （関東学院大学）
30日 （日） かながわ海岸クリーンアップ
   県域青年部会協力
   （藤沢市鵠沼海岸）

9 月
 １日 （火） 情報委員会
 ３日 （木） 総務厚生委員会
10日 （木） 公園緑地部会
11日 （金） 横浜市技能まつり打合せ

の
皆
さ
ん
、お
疲
れ
様
で
し
た
。

心
肺
蘇
生
法
を
学
ぶ

　
　

横
浜
南
支
部

　
　
情
報
委
員

岡
本
勝
正

竹
垣
と
水
琴
窟
の
制
作

　
　

湘
南
中
央
支
部

教
育
研
修
委
員

石
井

啓
二

ボ
タ
ン
を
押
し
て
電
源
が
入
る

と
、
操
作
手
順
が
音
声
に
よ
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
よ
っ
て
指
示
さ

れ
る
た
め
、
落
ち
着
い
て
操
作

す
れ
ば
特
に
難
し
い
も
の
で
は

な
い
。

実
際
に
は
訓
練
時
の
よ
う

に
、
す
べ
て
に
お
い
て
冷
静
な

行
動
や
処
置
が
取
れ
る
場
面
は

限
ら
れ
て
も
、
今
回
の
講
習
に

よ
る
救
命
処
置
の
手
順
や
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
操
作
を
学
習
し
実
習
し
て

あ
れ
ば
、
不
安
を
感
じ
る
こ
と

な
く
勇
気
を
持
っ
て
行
動
に
移

れ
る
こ
と
を
実
感
し
た
講
習
会

で
あ
っ
た
。

事
前
の
準
備
、
会
場
設
営
、

片
付
け
、
飲
み
物
、
弁
当
の

準
備
な
ど
横
浜
南
支
部
員
や
青

年
部
の
ご
協
力
に
よ
り
、
大
変

有
意
義
な
講
習
会
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

な
く
、
作
業
に
集
中
し
て
一

日
が
終
わ
っ
た
よ
う
だ
。
各
社

の
若
者
が
一
同
に
会
し
、
互
い

に
学
び
あ
い
、
親
睦
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
た
研
修
会
で
あ
っ

た
。
今
後
、
同
様
な
研
修
を
企

画
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
多

く
あ
り
、
テ
ー
マ
や
課
題
を
検

討
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
実
施

し
て
い
き
た
い
。

支
部
だ
よ
り
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　７月18日から21日迄の４日間と26日の追加講習会が横浜農協き
た地区営農経済センターに於いて開催された。１級66名、２級46名、
３級３名計115名の受講生は10名の指導員の熱心な指導を受け大汗
をかきながら一生懸命取り組んでいた。

　８月１日から８月３日迄３日間実技検定試験がおこなわれた。
　今年は天候不順で一時雨などもありましたが無事終了しました。
　今年の検定受検者は、１級103名、２級117名、３級69名計289名で検定員・
補佐員の見守る中、これまでの研鑽と日頃培った技を発揮すべく暑さ忘れ一
心不乱に作業に取り組んでいた。

　協会の一大事業である実技講習
会、学科講習会、検定試験に携わっ
ている関係者の皆様のご尽力とご苦
労に感謝申し上げます。

　８月７日かながわ労働プラザにおいて１
･２級造園技能士学科講習会を教育研修委
員会４人の講師により午前・午後と造園施
工必携とサブテキストを基に熱心に講義が
行われ、１級40名、２級32名計72名の受
講生が真剣にメモを取っていた。

１・２級造園技能士
学科講習会を開催

検定
実技試験

講習会

造
園
技
能
士
実
技
講
習
会
・

　
　
　
　
　
　
　
　

実
技
検
定
試
験
開
催

１級受験風景

開始前説明
２級受験状況

３級受験風景 １級検定採点
講習会授業風景

１級指導風景

２級指導風景

要素模擬試験

モ
デ
ル
前
で
の
説
明

講
習
会
全
景




